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視　点

2
アフターコロナの担い手

■■一般社団法人石川県建設業協会　常任理事■
（株）髙田組　代表取締役　高田直人

地域の動き 

3
新潟県初の「顕著な大雪」への対応
令和３年１月の集中降雪について

■■新潟県　上越地域振興局　地域整備部

5
～雲上の別世界「立山」へ続く観光道路の歴史～
立山有料道路開通50周年を迎えて

■■富山県道路公社　立山有料道路管理事務所

技術レポート 

7
建設現場における「i-Construction」推進
点群データを用いたのり面掘削及び
吹付のり枠工の出来形計測の省力化

■■東日本高速道路（株）　新潟支社　湯沢管理事務所

11
一般国道403号小須戸田上バイパス舗装工事
舗装工事におけるICT活用施工

■■丸運建設（株）

13
脱塩、再アルカリ化および電着工法の新しい施工技術
電気化学的防食工法「リペアカーテン」

■■（株）安藤・間

シリーズ 
現場技術者の「知得」 

しっとく 

17
北陸地方整備局における
BIM／CIM活用の推進

■■北陸地方整備局　企画部　技術管理課

21
県営住宅活用・長寿命化計画の改訂と
長寿命化改善事業等の実施

■■石川県　土木部　建築住宅課

歩道除雪車による支援
（１月16日）▶P.3

地域の動き        【最後に問い合わせ先を入力してください。】 

３．交通障害の発生状況 

大雪といわれるような降雪で

あっても、時間的経過をもって

道路状況は悪化していくが、こ

の集中降雪では、降雪が強まっ

てから僅か数時間後、26㎝/3h

を記録した８日夕方には交通障

害の通報件数が一気に増え、９

日午前１時に高田で観測史上１

位の 103㎝/24hを記録する頃に

は、不断の除雪作業にも関わら

ず、堆雪により幅員は大幅に減

少、路面には圧雪が発達、歩道は拡幅除雪による雪堤

で埋塞した。 

この大雪の影響で、主要幹線道路である高速道路や

国道８号は１月７日から相次いで通行止めとなり、県

管理道路においても 11路線でのべ 19回の交通規制を

行った。 

なお、上越市が管理す

る市道については、主要

な幹線道路を除き、除雪

する間もなく雪に覆わ

れ、長期にわたって通行

不能となった。 

 県管理道路で大規模渋滞は発生しなかったが、スタ

ック車両による交通障害は広域的に多発し、10日間近

く通報や苦情の電話が止まず、その対応に追われた。 

 

４．地域整備部の対応と課題 

 このような異常降雪は、職員はもちろんのこと、除

雪業者も未経験で、マニュアルもなく現場の対応は手

探りで行ったが、特徴的な対応事例を報告する。 

○予防的交通規制 

大型車のスタックが原因の渋

滞が多発したため、交通障害が

発生した路線については、早い

段階から積極的に大型車通行止

めや一方通行規制を行った。 

定量的な評価は出来ないものの、規制後は明らかに 

に交通障害の通報件数が減少したため、規制による効

果があったと考えている。 

一方、規制により物流が途絶え、規制路線沿いのガ

ソリンスタンドの燃料や、コンビニエンスストアの品

物が不足し、隣接管内の除雪車が使う燃料が枯渇寸前

の危機的状況となるなど、その弊害も生じた。 

なお、大雪により交通誘導員の手配ができず、出勤

可能な振興局職員を現地に派遣し、14路線にのべ 130

人を動員して規制を行った。 

○市管理道路への応援除雪 

県管理道路では、車道除雪に続き拡幅除雪と通学路

の歩道除雪に着手していたが、市からの要請を受け、

15日に除雪業者に対して市道除雪の支援を依頼した。 

県道除雪車は市道除雪車と

機種・規格が違うため、全面

的な支援は行えなかったが、

歩道除雪車は狭い市道除雪に

適しており、通行不能の解消

に効果を発揮した。 

なお、除雪支援は 18日まで行い、全ての市道で走

行不能が解消されたのは 20日となった。 

○歩道除雪 

短時間で降雪量が増えた状

況で、車道を確保するために

は歩道へも投雪せざるをえな

かった。 

投雪はやむを得ない措置と

判断して行ったが、マスコミ

や歩道利用者から、除雪されていない歩道が問題視さ

れ始め、その声は日ごとに強まり、車道の拡幅除雪や

市道の除雪支援を中断し歩道除雪を優先した。 

歩道除雪を行うには、まず雪壁を排雪しなければな

らず、応援も受けて昼夜作業を進めたが、全ての歩道

除雪が完了したのは２月４日となった。 

 

５．おわりに 

上越地域は例年ある程度の降雪がある地域で、雪に

不慣れな地域ではないが、海岸平野部はここ数年ほと

んど雪が積もらなかったところ、一転してこれまでに

ない異常降雪に見舞われた。 

このようなことも一因となり、市に寄せられた苦情

は 8,000件を超え、当部も数日間にわたり休憩を取る

間もない電話対応を余儀なくされた。 

基本的には暖冬傾向であることや、道路の克雪対策

を進めてきたことにより、交通が長期ににわたり途絶

する事はほとんど起きないため、その状況が発生した

際の対応は今後の大きな課題の一つであると感じた。 

全国的に異常降雪が頻発していることで、共通する

課題も明らかになってきたが、今回の経験も風化させ

ないようしっかりと検証を行い、次の大雪災害に生か

せるよう取り組んでいきたい。 

●問い合わせ先 

 新潟県上越地域振興局 地域整備部 

 維持管理課 TEL（025）526－9511 

市街地の県道(1月10日18時) 

 

雪に埋もれた市道(1月12日) 

 

歩道除雪車による支援(1月16日) 

 

燃料が枯渇したガソリンスタンド 

 

消えた歩道(1月10日) 

 

｢雪の大谷ウォーク｣｢雪の大谷｣ の除雪
▶P.5

のり枠工現場出来形計測（テープ測量）▶P.7

出来形測定（TS）▶P.11

リペアカーテンの適用状況
（海上桟橋）▶P.13

BIM/CIM研修実施状況▶P.17

外壁断熱工事の施工状況▶P.21

「北陸の建設技術」への意見、ご感想が 
ありましたらお聞かせください。　 
E-mail:hokugi＠hrr.mlit.go.jp 

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」とは？

国土交通省では、建設現場で働く労働者一人一人の生産性を向上させ、魅力ある建設
現場を実現する「i-Construction」の取り組みを進めています。
「i-Construction」は、＂ICT 技術の全面的な活用＂、＂規格の標準化＂、＂施工時期の平準
化＂等の施策を建設現場に導入することによって、建設現場のプロセスの最適化を図り、
もって魅力ある建設現場を目指す取り組みです。
本誌では「i-Construction（アイ・コンストラクション）」に関連する取り組みや建設

現場などの記事を読者の皆様にわかりやすく知って頂くために、当該記事に上記ロゴを表
示しています。
※�このロゴは平成30年６月１日に国土交通省が決定したロゴです。建設業界はもちろん、
業界を超えて社会全体から応援される取り組みへと「深化」するシンボルとなっています。

職場紹介

23
発想・挑戦・実行で、社会から選ばれ続ける企業に。
北陸において選ばれる企業になるために

■■東亜道路工業（株）　北陸支店

先輩なう！

26
地域を守る土木の力

■■新潟県　十日町地域振興局地域整備部　治水課　■
小川　拓海　さん

新技術情報 

28

■Made in 新潟　新技術普及・活用制度

・小規模渓流向け杭式土石流・流木対策工
　【登録番号：2020D201】
　（株）プロテックエンジニアリング

・■■さまざまなシートに対応可能なシート止め杭
　【登録番号：2020D202】
　（有）浅野木工所

北陸新幹線現場ミーティング
風景▶P.23

砂防堰堤のコンクリート打設の
様子　小川　拓海　さん▶P.26

さまざまなシートに対応可能な
シート止め杭▶P.28

小規模渓流向け杭式土石流・
流木対策工▶P.28

■一般社団法人富山県建設業協会
　令和２年度「第12回とやま建設フォトコンテスト」
　特選「明るい未来に向かって」（谷崎　悦夫　氏）
　曙色に染め上がった空と立山連峰を背景に、クレーンがシルエットに伸びています。
　その大きさから建造物の大きさも想像できます。建物全体を入れる事無く屋上から上部
だけでフレーミングした事も作者の旨さを感じました。唯一満票の作品です。
　「春はあけぼの」の歌が聴こえるような空の色合いです。

� 【審査委員長　一ノ谷敏治　氏（富山県写真連盟委員長）】


